
四国産業人クラブ 中国四国産業人クラブ

深山　英樹氏（広島ガス会長）

観
光
資
源
生
か
し
誘
致
推
進

会長インタビュー
　
中
国
四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
深

山
英
樹
会
長

広
島
ガ
ス
会
長

は
広
島
商
工
会
議
所
会
頭
に
２
０

１
０
年
秋
に
就
任
し
た
。
地
域
の

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
産
業

人
ク
ラ
ブ
を
含
め
た
か
じ
取
り
を

聞
い
た
。

　
―
経
済
団
体
の
意
義
が
問
わ
れ

る
時
代
で
す
。

　
「
世
界
の
潮
流
は
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
国
内
で
は
政
治
的
混
乱
は
あ

る
も
の
の
、
い
つ
で
も
政
権
交
代

が
可
能
に
な
り
経
済
・
社
会
の
形

が
大
き
く
変
わ
る
時
代
を
迎
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
異
業
種

交
流
団
体
の
中
国
四
国
産
業
人
ク

ラ
ブ
を
は
じ
め
、
商
工
会
議
所
も

無
論
そ
う
で
す
が
、
そ
の
団
体
が

使
命
、
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
、
時
代
の
変
化
に
機
敏
に
対

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

同
時
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー

ズ
を
し
っ
か
り
と
ら
え
た
事
業
展

開
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
」

　
―
産
業
人
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
。

　
「
ク
ラ
ブ
の
本
旨
で
あ
る
異
業

種
交
流
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

の
機
会
提
供
は
、
民
間
レ
ベ
ル
で

の
企
業
支
援
に
も
つ
な
が
る
。
地

道
な
活
動
を
通
じ
て
、
会
員
会
社

の
事
業
多
角
化
や
新
産
業
創
出
、

そ
れ
に
キ
ャ
ン
パ
ス

ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン

プ
リ
な
ど
で
の
起
業

家
醸
成
に
よ
る
地
域

活
性
化
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
」

　
―
設
立
以
来
、
活

発
に
国
内
外
の
産
業

視
察
を
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
中
国
、

四
国
地
方
で
は
各
自

治
体
、
経
済
団
体
が

観
光
資
源
を
生
か
し
た
誘
致
を
積

極
化
し
て
い
ま
す
。
産
業
人
ク
ラ

ブ
で
支
援
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

　
「
大
い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

産
業
観
光
な
ど
、
会
員
の
皆
さ
ま

に
は
ど
ん
ど
ん
手
を
挙
げ
て
い
た

だ
き
た
い
。
一
般
的
な
観
光
地
を

見
て
も
、
日
本
海
に
面
し
た
山

陰
、
瀬
戸
内
海
、
そ
れ
に
四
国
の

南
側
は
太
平
洋
。
そ
の
間
に
中
国

山
地
と
四
国
山
脈
が
横
た
わ
る
。

い
わ
ゆ
る

三
海
二
山

地
域
は

観
光
資
源
の
宝
庫
で
す
。
広
島
市

な
ど
、
国
内
で
も
欧
米
系
外
国
人

観
光
客
が
多
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
お
し
な
べ
て
中
国
、
四
国

地
方
は
、
隣
の
九
州
に
比
べ
て
も

入
り
の
観
光
客
が
少
な
い
の
が
実

情
。
商
工
会
議
所
は
外
国
人
観
光

客
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
瀬
戸
内
海

マ
ッ
プ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
媒

体
の
製
作
、
外
国
人
の
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆

さ
ま
に
も
、
ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
、

ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
」

　
「
観
光
産
業
は
成
熟
期
に
あ
る

日
本
の
産
業
の
中
で
は
最
も
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
高
い
産
業
の
一
つ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
中
に
は

旅
行
サ
ー
ビ
ス
業
の
方
々
も
お
ら

れ
ま
す
し
、
歴
史
的
な
工
場
や
社

屋
を
お
持
ち
の
方
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
持
て
る
資
源
を
表
に
出

し
て
い
た
だ
き
、
地
域
再
生
の
サ

ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

　
―
経
済
停
滞
を
背
景
に
残
念
な

が
ら
会
員
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
「
昨
年

月
に
四
国
産
業
人
ク

ラ
ブ
を
設
立
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
あ
っ
て
昨
年
に
比
べ
会
員

数
は
若
干
減
っ
て
い
る
の
が
現

状
。

数
は
力

で
す
。
会
員
の

皆
さ
ま
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
数

を
増
や
し
、
事
業
を
一
層
充
実
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

西山　彰一氏（宇治電化学工業社長）

会長インタビュー

モ
ノ
づ
く
り
の
宝
物
実
感

　
四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
２
０
１

０
年

月
３
日
に
発
足
し
た
ば
か

り
の
新
し
い
産
業
人
ク
ラ
ブ
。
西

山
彰
一
会
長

宇
治
電
化
学
工
業

社
長

に
活
動
計
画
な
ど
を
聞
い

た
。

　
―
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
企
業
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
現

場
に
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
宝
物

が
あ
る

―
。
そ
れ
を
実
感
で
き

る
面
白
い
産
業
人
ク
ラ
ブ
を
目
指

し
発
足
し
ま
し
た
。
会
員
の
業
種

は
製
造
業
を
支
え
る
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
、熱
処
理
、水
門
製
造
、検
査
装

置
製
造
、ク
レ
ー
ン
車
部
品
製
造
、

四
国
電
力
グ
ル
ー
プ
、工
作
機
械
、

無
公
害
油
圧
式
建
設
機
械
、
鋼
材

卸
、Ｆ
Ａ
、制
御
機
器
製
造
、特
殊

刃
物
製
造
、セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
金

融
、
発
電
所
整
備
な
ど
で
す
。地

域
の
経
営
資
源
を
生
か
し
、得
意

分
野
に
磨
き
を
か
け
、
将
来
を
切

り
開
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
得
意

分
野
と
や
る
気
を
持
つ
ク
ラ
ブ
会

員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
で

社
業
の
発
展
、モ
ノ
づ
く
り
、人
づ

く
り
に
対
す
る
志
を
深
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
―
四
国
の
製
造
業
の
現
状
は
い

か
が
で
す
か
。

　
「
四
国
の
製
造
業
の
特
徴
と
し

て
繊
維
、
化
学
、
製
紙
、タ
オ
ル
、

窯
業
製
品
な
ど
の
分
野
で
１
０
０

以
上
の
日
本
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
企
業

が
立
地
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
自
然
の
恵
み
を
生

か
し
た
食
品
や
観
光
の
商
品
化
、

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
太

陽
光
発
電
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
事
業
な
ど
環
境
や
低
炭
素
分
野

な
ど
、
四
国
な
ら
で
は
の
新
ビ
ジ

ネ
ス
が
芽
生
え
つ
つ
あ
り
ま
す
」

　
「
ま
た
産
学
官
に
お
い
て
も
県

や
市
町
村
、
支
援
機
関
、
四
国
の

大
学
や
工
業
高
等
専
門
学
校
な
ど

が
連
携
し
て
、
四
国
の
柑
橘
類
な

か
ん
き
つ

ど
の
果
実
や
水
産
物
な
ど
の
地
域

資
源
活
用
の
認
定
が
１

０
０
件
以
上
、
農
商
工

連
携
や
新
連
携
は
各

件
以
上
認
定
さ
れ
、
新

商
品
や
新
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
」

　
―
製
造
業
の
交
流
の

重
要
性
が
増
し
て
い
ま

す
。

　
「
私
た
ち
の
交
流
の

目
的
は
、
発
想
の
転
換

や
着
想
に
よ
る
製
品
の
改
良
や
販

路
拡
大
な
ど
の
自
己
研
鑽
に
と
ど

け
ん
さ
ん

ま
ら
ず
次
世
代
を
担
う
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
で
す
。
四
国
経
済
連

合
会
な
ど
と
共
催
す
る
四
国
の
大

学
・
専
門
学
校
生
を
対
象
に
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
表
彰
す
る

キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ

ン
プ
リ
四
国

の
支
援
や
教
育
機

関
、
学
生
の
工
場
見
学
、
学
生
の

職
場
体
験
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
受
け
入
れ
な
ど
の
事
業
を
企
画

し
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
活
動
や
会
員

情
報
な
ど
は
、
日
刊
工
業
新
聞
紙

面
や
こ
の
ほ
ど
開
設
し
た
日
本
産

業
人
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
情
報
発
信
し
ま
す
」

　
―
最
後
に
抱
負
を
ひ
と
言
お
願

い
し
ま
す
。

　
「
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り

の
若
さ
い
っ
ぱ
い
の
四
国
産
業
人

ク
ラ
ブ
で
す
。
先
進
的
な
全
国
の

各
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
を

心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。
お
も
て

な
し
の
国
、
四
国
の
情
報
は
四
経

連
の
運
営
サ
イ
ト
、
ウ
ェ
ル
カ
ム

！
四
国
サ
イ
ト

で
提
供
し

て
お
り
食
文
化
、
観
光
資
源
、
レ

ジ
ャ
ー
、
祭
り
、
産
業
な
ど
お
も

し
ろ
デ
ー
タ
な
ど
が
満
載
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
」

概　要
◇２０１０年（平 ） 月３日設立　会員数　２６人　
◇事務局所在地　 　高松市磨屋町６の６、ドムス ―
　　　　　　　　（日刊工業新聞社高松支局内）
◇電話　 　０８７・８２１・３６４１

特
集
・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち

人
材
育
成
の
支
援
も

設
立
総
会
で
あ

い
さ
つ
す
る
西

山
会
長

　
四
国
４
県
の
経
営
者
ら
で

組
織
す
る
四
国
産
業
人
ク
ラ

ブ

西
山
彰
一
会
長

宇
治

電
化
学
工
業
社
長

は
２
０

１
０
年

月
の
発
足
。
中
国

四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ
か
ら
独

立
す
る
形
で
既
存
会
員
に
新

規
会
員
９
社
を
加
え

社
の

会
員
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。
今
後
は
会
員
同
士

の
企
業
訪
問
や
工
場
見
学
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
勉
強

会
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
人

材
育
成
な
ど
手
が
け
る
計
画

だ
。
ま
た
こ
れ
ま
で
一
緒
に

国
内
外
の
工
場
視
察
な
ど
の

行
事
に
参
加
し
、
親
睦
を
深

め
て
き
た
中
国
四
国
産
業
人

ク
ラ
ブ
の
会
員
を
は
じ
め
、

全
国
の
産
業
人
ク
ラ
ブ
と
の

交
流
を
積
極
的
に
図
る
。

　
４
月
に
本
格
的
に
始
動
す

る
行
事
で
は
会
員
の
自
主
運

営
を
主
体
と
し
、
会
員
の
意

見
を
反
映
し
た
事
業
計
画
を

立
て
い
く
方
針
。
早
速
、

「
四
国
経
済
産
業
局
な
ど
と

の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
て

ほ
し
い
」
と
い
っ
た
要
望
が

出
て
お
り
、
実
施
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
中
四
国
産
業

人
ク
ラ
ブ
当
時
か
ら
９
年
目

を
迎
え
る
四
国
経
済
連
合
会

と
共
催
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ

ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
四

国
」
の
表
彰
制
度
は
四
国
の

工
業
高
等
専
門

学
校
や
大
学
生

に
も
根
づ
い
て

お
り
、
学
生
の

人
材
育
成
支
援

の
場
と
し
て
し

っ
か
り
支
え
て

い
く
考
え
だ
。

会
長
、
会
議
所
会
頭
に

昨
年

月
に
実
施
し
た
産
総

研
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
の
見
学

会

　
２
０
１
０
年
度
の
中
国
四

国
産
業
人
ク
ラ
ブ

深
山
英

樹
会
長

広
島
ガ
ス
会
長

の
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
深

山
会
長
の
広
島
商
工
会
議
所

会
頭
就
任
だ
。
深
山
会
長
は

同
時
に
日
本
商
工
会
議
所
副

会
頭
、
広
島
県
商
工
会
議
所

連
合
会
会
頭
に
も
就
い
た
。

　
そ
の
中
国
、
四
国
で
会
長

を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
地
域

活
性
化
と
い
う
重
要
な
役
割

を
担
う
の
が
中
国
四
国
産
業

人
ク
ラ
ブ
。
現
在
の
産
業
人

ク
ラ
ブ
は
１
９
８
３
年
に
、

中
国
工
業
人
ク
ラ
ブ
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
。
ほ
ど
な
く

「
工
業
」
を
「
産
業
」
に
変

え
た
。
そ
の
後
、
姉
妹
組
織

と
し
て
四
国
産
業
人
ク
ラ

ブ
、
山
陰
産
業
人
ク
ラ
ブ
、

岡
山
産
業
人
ク
ラ
ブ
を
相
次

い
で
設
立
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の

年
の
間
に

は
経
済
状
況
な
ど
外
的
要
因

に
連
動
し
て
山
陰
、
岡
山
、

四
国
の
各
産
業
人
ク
ラ
ブ
の

運
営
形
態
も
変
化
し
た
。
名

称
を
中
国
四
国
産
業
人
ク
ラ

ブ
に
変
更
し
た
の
は
７
年

前
。
昨
年
は
四
国
の
会
員
を

中
心
に
、
四
国
産
業
人
ク
ラ

ブ
を
再
設
立
し
て
い
る
。
一

部
の
四
国
会
員
で
従
来
組
織

へ
の
残
留
希
望
も
あ
り
、

「
中
国
四
国
」
と
「
四
国
」

が
併
存
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
顧
問
に
産
業
経
済
局
長

と
歴
代
の
会
長
を
置
き
、
会

員
数
は
有
識
者
、
自
治
体
幹

部
ら
賛
助
会
員
を
含
め
て
約

１
５
０
人
。

概　要
◇１９８３年（昭 ）３月８日設立　会員数　１５０人　
◇事務局所在地　 　広島市中区幟町 の 、明治安田生命広島幟
　　　　　　　　　町ビル（日刊工業新聞社広島総局内）
◇電話　 　０８２・５１１・７１１１

　　 ２０１１年 平成２３年 ２月２５日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


